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要     約

症例はサラブレッド種競走用馬，雄，3歳．左陰餒の腫脹と慢性の疝痛様症状を呈したため，両側の精巣および精巣
上体が摘出された．左精巣上体尾部には乳白色の膿様物が貯留していたが，病原性を有する細菌は分離されなかった．
病理組織学的に，左精巣上体に変性ないし壊死した精巣上体管由来の不整な限局病巣が多数存在し，病巣周囲には漏出
した精子を貪食したマクロファージや類上皮細胞が多数観察されたことから精子肉芽腫と診断された．また両側精巣で
は精祖細胞や精娘細胞は変性し，精細管内へ脱落し，精子形成不全の状態であった．以上の結果より，本症例は何らか
の感染による精巣上体炎に端を発して形成された精子肉芽腫により抗精子抗体が産生され，二次的に精子形成障害を惹
起した可能性が示唆された．―キーワード：精巣上体炎，馬，精子肉芽腫．

日獣会誌 62，785～787（2009）

† 連絡責任者：村中雅則（日本中央競馬会競走馬総合研究所栃木支所）

〒329h0412 下野市柴1400h4 蕁0285h44h0090 FAX 0285h40h1064
E-mail : masanori_muranaka@jra.go.jp

短 報

日本産業動物獣医学会会誌




